
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2章.評価項目の詳細解説 

第 2領域 

良質な医療の実践１ 
 

 

 

2.1 診療・ケアにおける質と安全の確保 

2.2 チーム医療による診療・ケアの実践 
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2.1 診療・ケアにおける質と安全の確保 

 

＜評価項目の概要＞ 

病棟・外来の他に手術部門、救急部門など看護単位が置かれる各部署における医師・看護職員の

役割責任や業務管理体制を定めることが要求されています。診療科ごとや医師ごとに管理体制が異

なることは、合理的な理由がない限り業務標準化の観点から避けるべきです。医師についても、診療

科責任医師・主治医・担当医・研修医などの区分で責任権限や資格要件（能力基準）を明確に定める

ことが求められます。 

 

＜対応確認チェックリスト＞ 

□ 看護職員の責任権限や役割が明文化されている 

□ シフト交代時に担当看護師が自己紹介している 

□ 病棟師長は病棟内を毎日ラウンドして患者確認をしている 

□ 主治医・担当医の役割が明文化されている 

□ 入院時に、主治医・担当医を患者に明示している 

□ ベッドネーム等に主治医、看護師等を明記している 

□ 主治医不在時の対応体制が確立している 

□ 主治医連絡不能時の対応体制が確立している 

□ 診療科責任医師は、管轄下の医師の診療の質を確認している 

  

2.1.1 診療・ケアの管理・責任体制が明確である 

 

 安全で質の高い医療を安定・継続的に提供するために、診療・ケアの管理・責任体制が明確にさ

れていることを評価する。 

 

◆ 病棟、外来等における管理・責任体制 

◆ 患者・家族への明示 

◆ 各責任者による診療・ケアの実施状況の把握 
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＜詳細解説 何が求められているか？＞ 

看護単位での役割責任体制を明確にする必要があります。役職者だけでなく、看護単位で働く全

ての職員の役割・責任体制を定めます。例えば、病棟であれば、明確にすべき職員は以下のとおりで

す。 

 

✓ 師長 

✓ 副師長、主任 

✓ リーダー（日勤、夜勤） 

✓ 介護士、看護補助者（責任者） 

✓ 看護師（一般職員）、准看護師（一般職員） 

✓ 介護士、看護補助者（一般職員） 

✓ メディカルクラーク 

 

主治医・担当医の役割区分や資格要件は診療科ごとに異なっていても構いません。また、不在時・

連絡不能時の連絡体制も診療科ごとで異なっていても問題ありません。ただし、両方とも明確に定め

られていること、及び特定の医師について個人ルールが存在しないことが重要です。 

 

主治医や担当医・研修医の役割区分や資格要件について、評価項目上に明確な定義はないので、

病院の判断でルールを設定して構いません。資格要件（能力基準）については経験年数等を考慮し

て定義することが一般的です。小規模個人病院では、全ての患者の主治医を院長に設定し、他の医

師は担当医とすることがありますが、診療の実務に合わせた定義づけであるため問題はありません。 

 

診療科責任医師が管轄下の医師の診療の質を確認することが要求されています。部下の診療録の

確認、カンファレンスへの参加、検討会での検討、同行回診などの機会を通じて行っている事実があ

れば要求事項を十分満たしています。 

 

医師の場合は入院時に主治医・担当医が自己紹介をしていること、また、ベッドなどに主治医の明

記があること、看護師については、シフトごとに担当を変えている場合、そのシフト開始前に患者に自

己紹介をしていること、担当制の場合は入院時に自己紹介をしていることなど、患者・家族に対して説

明していることが求められます。 

 

  


